
 

 

 

    

  ６月５日（月）～１６日（金）まで、高等部では前期産業現場等における実習が行われました。この２週間、

高等部の生徒全員が「働くこと」について考え、これまで学校で身に付けたことを発揮しながら、様々な作

業に取り組みました。産業現場等における実習については、来月の進路ジャーナルでお伝えしますが（ホー

ムページにも一部掲載していますのでご覧ください）、どの生徒も、働くことの大変さや、繰り返し取り組むこ

とで上達していく楽しさなどを感じた２週間となりました。一方で、実習先で自分の課題に気付いた生徒も

いました。「作業すること」そのものは得意でも、言葉遣いや姿勢、慣れない相手とのコミュニケーションをは

じめ、長い時間働き続ける体力など、生徒たち自身が課題に気付き、それを改善しようと考えているようです。 

  実習は、学校の学習です。貴重な２週間なので、成功するに越したことはありませんが、うまくいかないか

らこそ、「次へ向けてがんばろう」という気持ちが芽生えてきます。また在学中だからこそ、学習活動の中で、

改善に向けて取り組むことができると感じています。 

  また、この前期実習をきっかけに、学習に向かう態度が意欲的になった生徒や、自分の進路について考え

るようになった生徒など、それぞれに成長を感じます。子どもたちの将来の可能性を広げることができるよう、

学校では日々の学習に力を入れていきたいと思っています。それと同時に、子どもたちの将来の選択肢を広

げるために、情報提供にも力を入れていきたいと考えています。 

 

  ７月には、福祉施設合同説明会を予定しています。イメージとしては、デパートで行

われる「物産展」の福祉施設バージョンといったところでしょうか？いくつかの福祉施

設が、体育館内にブースを設けていますので、気になるブースを訪問して、施設の旬

の情報を聞くことができます。 

  今回予定している事業所は、就労継続支援Ａ型事業所、就労継続支援Ｂ型事業所、生活介護事業所、就

労移行支援事業所等です。他にもグループホームや入所施設のある事業所も予定していますので、ぜひご

参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県立森田養護学校 

進路指導部  No.３ 

発行日 Ｒ５．６．３０ 
進路ジャーナル 

お知らせ 

 「福祉施設合同説明会」を開催します。 

日 時      ： 令和５年７月１４日（金）１１：３０～ 
場 所      ： 本校体育館 

参加事業所 ： 西北地区の福祉事業所  

対 象 者   ： 本校児童生徒、保護者 

※詳細は、配付のお便りをごらんください。 



 

 就労継続支援 A型事業所 

福祉施設の事業の一つ。利用者と福祉サービスを提供する事業者との間で雇用契約を締結し

ます。この契約に基づいて、事業所で就労の機会を提供するものです。この就労によって一般企業

に向けた知識や 能力の向上を図ります。また、雇用契約を

結ぶので、最低賃金（青森県の現在の時給額８５３円）が

保障されます。また、就労扱いとなるため、相談支援事業所

だけではなく、ハローワークの求職登録などの手続きが必

要となります。 

 

 

 就労継続支援Ｂ型事業所 

福祉施設の事業の一つ。雇用契約は結ばないで、通所によって生産活動の機会を提供する事

業です。一般企業への就労に必要な知識・能力が認められた人には一般

就労にむけての支援が行われることになっています。軽作業から施設外就

労など事業所により多種多様です。卒業直後からの利用にあたっては、在

学中に１～２週間程度のアセスメント実習を実施する必要があります。アセ

スメント実習については高等部第３学年で実施しています。 

 

 

生活介護 

  常時介護を必要とする人が安定した生活を営むために、主として

施設にて食事、排せつなどの介護のほか、創作活動や生産活動の機

会を提供します。利用期限は定められていません。サービス内容は事

業所によって送迎・作業・余暇活動・運動プログラム・機能訓練など

様々で、本人のニーズに合った施設選びが重要となってきます。 

 

 

就労移行支援 

    様々な障害のある方の一般企業への就職をサポートする通所型の福

祉サービスです。原則２年間の利用期限があります。就労継続支援事業

所や一般企業への就労につなぐことができます。就労に必要な職業スキ

ルや社会性、基礎生活力を身に付けるために、施設内で講座や職業訓

練を受けたり、事業所での実習を行ったりします。また、就職活動のサポ

ートとして、適性に合った職場探しや就職後の定着支援なども行います。 

 

 



 

 

 

昨年度末、本校児童生徒のキャリア教育の一環として、障害者支援施設で働く方々に向けて、ア

ンケートを実施しました。普段、「仕事をしていてどのようなことを感じているのか」を知ることで、

「働くこと」や「卒業後の姿」に対する興味関心をもったり、自分たちの将来について考えたりする

きっかけづくりとして参考になればと思います。 

ご協力いただいたのは７１名の西北地域の就労継続支援Ｂ型事業所のみなさんです。 

 

①仕事をしていて楽しいなと思うことはなんですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仕事をしていて大変だなと思うことはなんですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

44%

11%
9%

6%

3%

27%

作業している時

同僚やお客様など、人と

の関わり

仕事がうまくいった時

特になし

イベント・行事

その他

【その他】 

・褒められた時 

・昼休みにゲームすること 

・思い通りにできた時 

・人の役に立った時 

・自分がつくった商品を見てもらった時 

・ここにいるだけで楽しい 

28%

20%
19%

7%

4%

4%

18%

作業そのものが大変

特になし

作業が難しい

重い荷物を運ぶ時

新しい仕事を覚えること

腰痛など体調不良

その他

【その他】 

・時間に束縛されること 

・仕事が多い時 

・仕事がない時 

・作業中に眠くなること 

・利用者との考え方の違い 

・立ち仕事が辛い 

・掃除 など 

大変な時、困った時は周

りに相談したり、助けて

もらったりして解決して

いくことが大切だよ！ 

働くことで得られる充実感や有用

感などが、“楽しい”という気持ち

につながっているのかもしれない

ね！ 

お仕事アンケート集計結果 



③仕事をしていてよかったなと思う時はどんな時ですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④仕事をするときに気を付けていることはなんですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28%

24%12%

12%

24%

工賃がもらえる

うまくできた・達成感が

ある時

人との触れ合い・笑顔

が見れた時

仕事が楽しいと感じる

時

その他

【その他】 

・誰かの役に立てていること 

・友達がたくさんできた 

・力がついたと感じた時 

・周りの人が助けてくれた時 

・年は関係ないと思えた時 

・仕事の後のご褒美 など 

38%

19%

12%

8%

8%

15%

正確・丁寧に作業をする

ケガや体調管理

周りへの気配り

言葉遣い・態度

仕事をさぼらない

その他

工賃がもらえる喜びだけ

でなく、「上手にできた」

「ほめられた」「誰かが喜

んでくれた」などの達成感

を感じた時に働く喜びを 

感じられるんだね！ 

【その他】 

・人の話をしっかり聞く 

・時間を守る 

・身だしなみ、清潔感 

・失敗をおそれない 

・私語をしない 

・ぼーっとしない など 

 

正確に、丁寧に作業をする

ことで「上手くできた」「ほ

められた」という気持ちにな

り、また次に頑張ろうとする

モチベーションにつながる

のかもしれないね！ 



胸懐～ 

『 「くれない族」という言葉が一時流行したことがある。あるテレビドラマから生まれた言葉だ
が，「まわりが，○○してくれない」とぼやいたり，嘆いたりすることが口ぐせになっている人たち
のこと。 
誰かが何かをしてくれない，というのは生まれたての赤ちゃんと一緒。人は，いつかは，独立
し，自立していかなければならない。いつまでも親に養ってもらうわけにはいかないからだ。人
が，自立した証（あかし）が，「人に何かをしてあげる」ことができること。人の喜ぶ顔を見て，自
分も幸せになれる。人の喜びを我が喜びにできる，自立した人でありたい。』   

  株式会社イエローハット 創立者 鍵山秀三郎 
                                  「あとからくる君たちへ伝えたいこと」致知出版社より 
   
この文を読んだときに，「自立」とは何かを考えさせられた。 

   子どもたちが，「将来の生活」を見据えながら日々の学習に取り組んでいる。ただ，「働く」こ
とや「就職する」ことを目指すのではなく，「人の喜びを我が喜びにできる」ような進路指導を
心がけていきたいものである。 

※胸懐：胸の内 心の思いのこと。日々の指導の中でふと思ったことを記しました。 

 

森田養護学校のみなさんにメッセージをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただいた事業所のみなさん、ありがとうございました。これからもお体に気を付けて、お

仕事楽しんでくださいね。ご活躍をお祈りしています。 

 

～胸懐～ 

先日、県内にある某企業のＴ社長が来校されました。本校の卒業生が、他の社員の見本となる

ほどに頑張っているとの言葉に、とても嬉しくなりました。 

その企業は、国内に１０の拠点があり、１２６名の障害者を雇用している大企業です。経営理念と

して、「一歩、一歩、成長を続けること」「明るく元気に互いに助け合うこと」「お客さまも自分も納得

できる仕事をすること」の３つをあげているとのことでした。Ｔ社長は、「障害があってもなくても、働

いてから喜びを感じながら、一歩、一歩成長していける職場でありたい」と力強くお話されていまし

た。 

最初は、働いている先輩や上司への憧れからスタートするのかもしれませんが、障害があっても

ステップアップをしていくことはできるのではないかと感じています。そのためには、今、学校の場で、

また家庭において、「学ぶこと」「挑戦すること」「できるようになること」は楽しいと感じられるような

働きかけをして、将来に備えていく必要があるなと強く感じました。 

※胸懐：胸の内 心の思いのこと。日々の指導の中でふと思ったことを記しました。 

みなさんが多くの人に幸せを届けられるよう心より応援しています。 

 

将来の夢に向かって一歩ずつ歩んでください。 

 

何事にもチャレンジ精神を忘れないことです。 

 

学校生活全力で楽しんで！！勉強がんばってください。 

 

もし一緒に仕事するようになったら一緒に楽しみましょう 


